









































































































































こうして､ 『陰陽師』 『呪いの都　平安京』を書くときには､ ｢安倍晴明｣の
読み方に関する問題は､既に解決済みの過去のものとなっていた｡.『ー陰陽師』
においても､ 『呪いの都　平安京』においても､ ｢安倍晴明｣という人名のルビ
に関しては､ 『安倍晴明』の先例が踏襲されればよかったからである｡
しかし､ 『陰陽師』および『呪いの都､ド安京』の執筆は､今度は｢産屋道
満｣という人名の読み方で私を悩ませてくれることになった｡産屋追捕という
かたきヤく
のは､幾つかの伝承に安倍暗明の敵役として登場する悪妹な陰陽師であり､
普通､その名前は｢あしやどうまん｣と読まれているのだが､ 『陰陽師』 『呪い
の都　平安京』を書くために道滴についての考察を深めていた私は､不意に｢鹿
屋道満｣という人名には｢あしやのどうまん｣と読まれるべき理由があること
に気付いてしまったのである｡しかも､その理由というのが絶対視できるほど
に確かなものではなかったがゆえに､ ｢産屋遣滴｣の読み方をめぐる問題は､ ｢安
倍晴明｣の読み方をめぐる問題よりはるかに性質が悪かった｡
結局､ 『陰陽師』や『呪いの都　平安京』では､ ｢億尾道満｣という文字列に
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｢あしやどうまん｣という一般的な読み方に従ったルビを付けたものの､これ
が本当にif.しい措置だったか否かは､これからじっくりと考えていかなくてほ
ならないだろう｡
繁円信一著『陰陽師と貴族社会』
東京:吉川弘文館､ 2004年2月10｢けり
341員､ 9,000日+税､ ISBN4-642-02398-4
繁田信一著『平安員族と陰陽師-安倍晴明の歴史民俗学-』
東京:吉川弘文館､ 2005年6月1円刊
200頁､ 2,300円+税､ ISBN4-642-07942-4
繁田信一一一一著『陰陽師-安倍暗明と産屋道満-』
東京:中央公論新社(中公新書)､ 2006年41125日刊
206頁､ 740llJ+税､ ISBN4-12-101844-3
繁凹信一著『安倍暗明-陰陽師たちの平安時代-』
東京:吉川弘文館(雁史文化ライブラリー)､ 2006年8Hl日刊
200百､ 1,700円+税､ ISBN4-642-05615-7
繁円信一著『呪いの都　平安京-呪誠･呪術･陰陽師-』
東京:吉川弘文館､ 200(3年9H 1日†二り
209百､ 2,300円+税､ ISBN4-642-07962-9
-230-
